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障害年金「家族の心得」シリーズ⑮ 最終回  

失業保険と障害年金の同時受給は可能です 
障害年金と失業保険との併給調整の規定がないことから同時受給は可能です。 

 失業保険（基本手当）は、雇用保険法第４条にあるように「働く意思と能力のある」方に支給されま

す。障害年金受給者でも障害が悪化し「働く意思と能力」がなくならない限り、失業保険を受給しなが

ら求職活動をする権利をお持ちだからです。併給できないケースは、６０歳から６５歳まで支給される

特別支給の老齢厚生年金と特別支給の退職共済年金です。（相談事例から厚労省年金局/年金事務所確認） 

☀☀ 障害年金受給 「家族の心得」のまとめ ☀☀ 
「家族による家族相談（電話相談会員以外の相談者が約８割）」では、話の最後に相談員から必ず「年金

（手帳）はどうされていますか？」と尋ねるようにしています。障害年金（障害者手帳）に繋がってい

ない相談者は、面会相談で申請の情報を提供して以下の様な内容を一緒に取り組んでいきます。 

１．相談者には、「諦めないこと」「やるだけのことはやること」「勇気/努力」の後押しをします。 

➀ 初診日と病名を調べます。（受診歴を時系列で整理する） 

② 年金事務所(年金機構)で保険料の納付記録を貰いに行きます。 

③ 役所の保険年金課又は年金事務所（年金機構）で診断書等、申請書類を受け取ります。 

④ 家族しか分らない「日常生活能力の判定（７項目）と程度（５段階評価）」の実態を記録します。 

※名家連作成の記録用紙（名家連ニュース 592 号送信時に添付）を活用して一緒に作成しています。 

⑤ PSW または主治医に提出し、診断書に反映されるよう依頼します。許可があれば同行しています。 

２．初診日証明（受診状況等証明書）や保険料納付等の受給要件がクリアできない場合は 

➀ ２０歳前の他科を含めた受診歴を調べます。（他科受診であっても因果関係を客観的に成立させる） 

② カルテがない場合は、第３者証明申立の協力者を探し出し、一緒にお願いに伺います。 

③ 社会的治癒が証明できる客観的事実（生活実態/上司・同僚の証言/勤務実態等々）を把握します。 

３．困難ケースの場合は、社会保険労務士と面談し、相談者と一緒に必要な努力を注いでいきます。 

① 上記２の②③の場合、協力者を探し出すまでに多大な時間と労力、困難さが伴います。相談者と一

緒に関係者/関係個所を訪問して、必要な証言/書面を揃え、その先は社会保険労務士に委ねています。 

② また、相談者が高齢で申請手続きが困難な場合、PSW が不在のクリニック/年金医師が非協力的な

場合/不服審査請求や再審査請求の相談者の場合も社会保険労務士に依頼しています。  

４．私たちが、始めから支援者（PSW・主治医・社会保険労務士等）に頼らず「家族による家族相談」

で対応している最大の理由は、以下の通りです。 

➀ 家族同士でなければ伝えられない/分かり合えないことが多々あるからです。 

② 相談者は、障害年金問題の他に、生活上の様々な困りごとも一緒に抱え込んでいるからです。 

③ 多くの相談者は、病気や障害の対応に苦慮し、不安と孤立感に苛まれています。年金相談の過程で

「癒し合い」「支え合い」「学び合う」…同じ仲間（家族会）に繋げることを大切にしているからです。 

④ 相談者と共に学び、無年金の家族/当事者を一人でも多く救出したいからです。（手帳も同様） 
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電話相談：火曜日、土曜日の 10時～15時 TEL（052）842‐8878 面会相談：木曜日(曜日、時間は柔軟に対応) 

 

5 月 1 日（水）～7 日（火）は憲法週間です。「基本的人権」について考えましょう。 


